
水質事故の約２割が事業者のミス！
水質事故の原因の約２割が、操作ミス及び機械の故障

によるものです。また、原因不明の中にも、含まれている
可能性があります。

日頃から定期点検、安全点検を行い、事故を起こさない
ように心がけましょう。
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工場などでの操作ミスや機械の故障、交通事故や不法投棄など

により、河川へ化学物質や油類が流れ込み、魚が浮上したり、

水が汚染されることをいいます。

水質事故が発生した場合、被害の拡大を防止・軽減

するために、緊急な処置が必要不可欠です。そのため

河川管理者や関係機関が直接対策を実施する場合が多

くあります。

そこで平成９年６月の河川法改正により、河川管理者等が

事故処理を実施した場合であっても、事故を起こした原因者

に責任があるとし、対策及び処置に要した費用を原因者に求

めることができるとされました。（河川法第67条）

▲関東地方（１都７県）での原因別割合（Ｒ４年度）
操作ミス・・・工場等におけるバルブのしめ忘れ、機械の操作ミス等の

人為的要因によるもの

機械の故障・・・工場等にある機械自体が故障していたことによる流出

交通事故・・・交通事故に伴うオイル漏れ、積載物の流出等

不法投棄・・・廃油の投棄等、故意によるもの

その他・・・「火災に伴う消火水の流出」等、他の項目に分類できないもの

原因不明・・・人為的要因であることは明らかであるが、原因が特定できないもの

自然現象・・・渇水に伴う酸欠による魚の斃死等、人為的要因でないもの



R6.1更新作成

オイルマットによる対策事例

オイルマットの回収状況

関東地方水質汚濁対策連絡協議会 富士川部会

国土交通省 甲府河川国道事務所 河川管理課 ＴＥＬ：０５５－２５２－８８８８
山梨県 環境・エネルギー部 大気水質保全課 ＴＥＬ：０５５－２２３－１５１１
静岡県 くらし・環境部 環境局 生活環境課 ＴＥＬ：０５４－２２１－２２５８


